
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

二
〇
〇
九
年
八
月
三
〇
日
に
五
〇
余
年

続
い
た
自
民
党
主
導
政
権
が
過
半
数
割
れ

と
な
り
、
歴
史
的
な
政
権
交
代
が
実
現
し

ま
し
た
。
政
権
誕
生
後
の
一
〇
〇
日
間
は

ハ
ニ
ィ
ー
ム
ー
ン
の
期
間
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
民
主
党
連
立
政
権
の
問
題
点
や

限
界
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

民
主
党
に
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
国
民
に

約
束
し
た
事
項
は
実
行
し
て
も
ら
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
小
沢
幹
事
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
実
行
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
と
の
発
言

が
見
ら
れ
だ
し
て
い
る
事
は
看
過
で
き
ま

せ
ん
。

安
全
保
障
問
題
や
社
会
保
障
改
善
・
医

療
制
度
改
革
に
動
揺
が
見
ら
れ
、
す
ぐ
手

を
つ
け
ら
れ
る
も
の
も
先
送
り
す
る
姿
勢

に
は
危
険
な
兆
候
が
見
ら
れ
ま
す
。
国
の

政
策
運
営
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
手

法
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
民
主

主
義
が
蔑
ろ
に
さ
れ
る
危
険
を

感
じ
ま
す
。
財
源
問
題
で
は
税

制
の
抜
本
的
な
転
換
が
模
索
さ

れ
て
お
り
、
各
種
控
除
を
止
め
、

手
当
て
や
給
付
金
に
切
り
替
え
、
税
と
社

会
保
障
を
一
体
的
に
運
営
す
る
た
め
社
会

保
障
カ
ー
ド
導
入
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
動
向
に
つ
き
、

研
究
・
注
視
・
監
視
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
限
界
・
問
題
点
も
明
確
に
し
つ
つ
も
、

国
民
へ
の
約
束
を
如
何
に
守
ら
せ
実
行
さ

せ
る
か
が
わ
れ
わ
れ
に
求
め
ら
れ
て
い
る

運
動
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
は
世
界
に
も
日
本
に
お
い

て
も
厳
し
い
経
済
状
況
が
持
続
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
コ
ッ
プ
15
で
の
世
界
環
境
問

題
で
の
混
迷
状
態
も
あ
り
、
な
か
な
か
改

善
の
見
通
し
は
立
ち
に
く
い
年
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
同
時
に
大
き
な
転
換
期
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
中
国

を
渦
の
中
心
と
し
た
世
界
の
変
化
が
加
速

す
る
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

七
月
の
参
議
院
選
挙
ま
で
あ
と
半
年
間

七
月
の
参
議
院
選
挙
ま
で
あ
と
半
年
間

と
な
り
ま
し
た
。
今
の
ま
ま
で
民
主
党
単

独
政
権
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
は
危
惧
を

覚
え
ま
す
。
連
立
政
権
の
枠
組
み
を
維
持

さ
せ
、
さ
ら
に
健
全
野
党
の
力
量
を
ア
ッ

プ
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
半
年
間
の
私
た

ち
の
運
動
・
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

今
年
も
決
し
て
楽
観
で
き
る
年
と
は
な

り
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
新

年
へ
の
期
待
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
私
た
ち
の
運
動
の
拡
大
・

成
果
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

東
京
社
保
協
へ
の
都
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
皆
様
の
ご
奮
闘
を
お
願
い
し

ま
す
。
焦
ら
ず
着
実
に
、
今
年
も
頑
張
っ

て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

二
〇
一
〇
年

元
旦
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今月の主な記事
１頁、会長・新年の挨拶

２頁、西多摩宣伝行動、安心年金つくろう東京の会結

成総会 ３～６頁、東京社保協第40回総会特集

６頁、三小児病院の存続を求める闘い、都議会行動

お知らせ
第３回常任幹事会 １月２８日（木）14時～16時

労働会館 地下会議室

後期高齢者医療制度廃止など「４・３東京大集会」

第1回実行委員会 １月１３日（水）18時30分～

東京労働 会館地下会議室

団体・地域代表者会議 ２月５日（木）13時半～16時

東京労働会館地下会議室 春の闘い、運動の交流等

複数でご参加下さい

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

竹崎 三立会長



「
高
齢
者
差
別
医
療
制
度

廃
止
」
署
名
行
動

西
多
摩
で
奮
闘
！

毎
日
、
後
期
高
齢
者
医
療
対
象
者

が
四
千
人
生
ま
れ
、
75
歳
の
人
は
、

差
別
医
療
制
度
を
一
刻
も
早
く
廃
止

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

西
多
摩
で
は
、
三
多
摩
健
康
友
の

会
多
摩
川
支
部
が
福
生
駅
頭
（
11
／

24
）
、
新
婦
人
青
梅
市
支
部
が
河
辺

駅
頭
（
11
／
28
）
で
署
名
行
動
。
河

辺
都
営
団
地
に
は
、
三
多
摩
健
康
友

の
会
青
梅
支
部
が
訪
問
行
動
（
11
／

28
）
で
署
名
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ

の
３
つ
の
行
動
に
26
名
が
参
加
し
、

二
八
五
筆
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

国
会
座
り
込
み
行
動
や
国
会
議
員
要

請
行
動
に
も
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
に

提
出
し
た
請
願
署
名
と
合
わ
せ
る
と

一
、
二
二
五
筆
に
な
り
ま
す
。

厚
労
省
は
『
高
齢
者
差
別
医
療
制

度
』
に
代
わ
る
新
制
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
11
月
30
日
に
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
来
年
夏
を
め
ど
に

「
中
間
ま
と
め
」
、
11
年
度
に
法
案

提
出
、
２
年
間
の
準
備
を
経
て
13
年

４
月
施
行
と
し
て
い
ま
す
。

毎
日
四
千
人
の
75
歳
高
齢
者
が
生

ま
れ
、
後
期
高
齢
者
が
増
え
る
ほ
ど

際
限
な
く
保
険
料
が
上
げ
ら
れ
、
滞

納
者
に
は
保
険
証
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
。昨

年
６
月
に
４
野
党
で
参
議
院

で
成
立
さ
せ
た
廃
止
法
案
は
、

「
元
の
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
」

で
し
た
。
鳩
山
内
閣
に
後
戻
り
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
老
健
法
に
戻
し
た
ら
」
「
医

療
保
険
一
元
化
論
」
な
ど
を
学
習

し
、
宣
伝
を
強
め
て
署
名
行
動
を

一
層
強
め
ま
し
ょ
う
。

12
月
15
日
に
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
廃
止
し
て
老
人
保
健
法
に

戻
し
た
ら
・
・
」
講
師

寺
尾
正

之
氏
（
全
国
保
団
連
事
務
局
次
長
）

で
学
習
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

西
多
摩
社
保
協
事
務
局
長

入
山

弘
志

都
民
・
国
民
の
熱
い
期
待

を
受
け
「
安
心
年
金
つ
く

ろ
う
東
京
連
絡
会
」
が
発

足
日
本
年
金
機
構
が
民
主
党
の
公
約

違
反
に
よ
っ
て
来
年
１
月
に
発
足
さ

れ
よ
う
と
す
る
中
、
都
民
・
国
民
の

熱
い
期
待
を
受
け
、
11
月
28
日
（
土
）
、

首
都
・
東
京
に
「
国
の
責
任
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
を
つ
く
る

東
京
連
絡
会
」
（
略
称
「
安
心
年
金

つ
く
ろ
う
東
京
連
絡
会
」
）
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
結
成
総
会
会
場
に
な
っ

た
社
会
文
化
会
館
に
は
、
年
金
者
組

合
の
組
合
員
、
国
公
労
働
者
、
東
京

社
保
協
、
民
間
労
働
者
、
弁
護
士
、

社
会
保
険
士
、
女
性
団
体
、
社
保
庁

職
員
Ｏ
Ｂ
ら
が
続
々
つ
め
か
け
、
総

勢
一
〇
五
名
が
集
り
ま
し
た
。

結
成
総
会
に
あ
た
っ
て
、
挨
拶
に

た
っ
た
伊
藤
潤
一
東
京
地
評
議
長
は

「
不
況
か
ら
雇
用
と
営
業
を
守
る
と

と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金

の
確
立
が
急
務
だ
。

低
保
障
年
金

制
度
の
確
立
、
日
本
年
金
機
構
凍
結

と
記
録
問
題
の
早
期
解
決
、
分
限
免

職
阻
止
の
要
求

を
し
っ
か
り

掲
げ
て
闘
い
を
強
め
よ
う
！
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

結
成
総
会
の
第
一
部
で
は
、

久
昌
以
明
氏
（
全
日
本
年
金
者

組
合
・
政
策
調
査
部
長
）
と
中

川
勝
之
氏
（
弁
護
士
）
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
昌
氏
は

「
相
次
ぐ
年
金
制
度
の
改
悪
で
、

無
年
金
者
や
低
年
金
者
が
量
産

さ
れ
て
い
る
。
消
費
税
に
よ
ら

な
い

低
保
障
年
金
制
度
の
確

立
が
緊
急
の
課
題
だ
」
と
指
摘

し
た
上
で
、
「
『
安
心
年
金
つ

く
ろ
う
東
京
連
絡
会
』
の
運
動

に
大
い
に
期
待
し
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。
中
川
弁
護
士
か
ら

は
、
五
〇
〇
名
以
上
に
の
ぼ
る
社
保

庁
職
員
が
分
限
免
職
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
の
違
法
性
を
厳
し
く
指

摘
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
杉
浦
全
厚
生
書
記
長

か
ら
、
各
種
学
習
会
、
宣
伝
、
国
会

議
員
要
請
行
動
等
の
運
動
を
積
み
重

ね
な
が
ら
の
約
半
年
に
わ
た
る
準
備

経
過
を
報
告
し
つ
つ
、

低
保
障
年

金
の
確
立
や
日
本
年
金
機
構
の
凍
結

な
ど
５
つ
の
要
求
課
題
の
一
致
に
基

づ
く
「
会
」
の
結
成
の
意
義
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
年
金
を
含
む
社

会
保
障
の
確
立
に
全
力
を
尽
く
そ
う
！
」

「
『
会
』
の
結
成
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
。
当
面
日
本
年
金
機
構
凍
結
と

分
限
免
職
反
対
の
闘
い
を
旺
盛
に
展

開
し
よ
う
」
と
い
っ
た
積
極
的
発
言

が
出
さ
れ
、
満
場
一
致
で
「
会
」
の

結
成
を
確
認
し
ま
し
た
。

当
日
の
会
場
カ
ン
パ
は
六
万
二
四

五
円
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
24
名
の

方
々
が
、
総
会
終
了
と
同
時
に
個
人

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
国
公
共
闘
事
務
局
長

植
松

隆
行

最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設

を
め
ざ
そ
う
！

安
心
で
き
る
年
金
に
し
て
い

こ
う
！

社
会
保
険
庁
職
員
の
雇
用
を

守
っ
て
い
こ
う
！
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福
生
駅
で
の
署
名
行
動

西
多
摩

安
心
年
金
つ
く
ろ

う
東
京
連
絡
会

結
成
総
会
開
催

会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
で
し
た



11
月
26
日
、
豊
島
区
南
大
塚
の
東

京
労
働
会
館
・
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
東

京
社
保
協
第
40
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
20
都
団
体
42
人
、
26
地

域
社
保
協
48
人
、
事
務
局
２
人
、
来

賓
２
人
の
94
人
の
会
場
満
杯
の
状
況

で
開
催
し
ま
し
た
。

議
長
は
葛
飾
社
保
協
の
吉
野
五
郎

さ
ん
、
東
京
自
治
労
連
の
杉
山
美
恵

子
さ
ん
が
行
な
い
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
・
高
木
史
雄

副
会
長

社
会
保
障
は
今

が
旬
で
す
。
今
年

は
激
動
の
年
だ
っ

た
。
政
権
も
変
わ
っ

た
。
今
ま
で
は
声

を
上
げ
て
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
今
ま
で
以
上
の
大
き

な
声
を
上
げ
て
、
運
動
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
総
会
が
元
気
に
情
勢

を
変
え
て
い
く
場
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

来
賓
あ
い
さ
つ

中
央
社
保
協
・
相
野
谷
安
孝

事
務
局
長

二
〇
〇
九
年
は
歴
史
的
な
年
に
な
っ

た
。
自
民

党
が
半
世

紀
続
い
た

政
治
を
終

わ
ら
せ
た
。

引
き
ず
り
下
ろ
す
こ
と
が
で

き
た
。
替
わ
っ
て
民
主
党
政
権
が
誕

生
し
た
。
新
し
い
政
権
が
何
を
し
て

く
れ
る
の
か
。
臨
時
国
会
が
先
月
26

日
か
ら
始
ま
っ
て
１
カ
月
が
経
っ
た
。

貧
困
率
の
公
表
、
生
活
保
護
母
子
加

算
の
全
額
復
活
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス

の
25
％
削
減
な
ど
前
進
面
も
あ
る
が
、

一
方
で
機
密
費
の
非
公
開
や
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
廃
止
の
先
送
り
も
行

な
わ
れ
て
い
る
。
構
造
改
革
を
や
め

さ
せ
よ
う
と
政
権
に
つ
い
た
の
に
構

造
改
革
推
進
と
い
う
根
っ
こ
が
あ
っ

て
、
時
と
し
て
見
え
隠
れ
し
た
り
し

て
い
る
。

我
々
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
運
動
で

包
囲
を
す
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
を
し
っ
か
り
や
ら
せ
る
こ

と
が
大
事
だ
。
見
守
る
だ
け
で
な
く
、

国
民
が
主
人
公
の
政
治
に
さ
せ
る
た

め
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党
・
大
山
と
も
子

都
議
会
議
員

自
公
政
権
に

対
し
、
く
ら
し

や
福
祉
・
教
育

を
変
え
て
い
こ

う
と
運
動
が
進

ん
だ
。
都
議
会
も
民
主
党
が
第
１
党

に
な
っ
た
。
新
銀
行
東
京
・
築
地
の

豊
洲
移
転
問
題
等
の
特
別
委
員
会
が

作
ら
れ
た
。
都
民
の
世
論
と
審
判
で

変
わ
っ
て
き
た
。
９
月
に
東
京
社
保

協
の
み
な
さ
ん
が
出
さ
れ
た
75
歳
以

上
の
医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
請
願

は
11
月
30
日
厚
生
委
員
会
で
審
議
さ

れ
こ
と
に
な
る
。
民
主
党
や
生
活
者

ネ
ッ
ト
は
条
例
提
案
の
立
場
に
立
っ

て
い
な
い
。

東
京
都
で
は
昭
和
44
年
に
高
齢
者

医
療
費
助
成
を
や
っ
て
来
た
が
、
平

成
12
年
の
都
議
会
で
７
年
間
の
経
過

処
置
を
も
っ
て
平
成
19
年
６
月
に
廃

止
と
な
っ
た
。

都
民
の
福
祉
・
教
育
に
力
を
入
れ

る
都
政
に
し
て
い
き
た
い
。
共
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

前
年
度
の
取
り
組
み
・
二
〇

一
〇
年
度
運
動
方
針
案
・
前

沢
淑
子
事
務
局
長当

事
者
が
運
動

の
中
心
に
、
か

つ
て
な
い
共
同

行
動
の
広
が
り

で
政
治
情
勢
を

大
き
く
変
え
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
」
実
現
へ
向
け
て
の
運
動
で
は
、

学
習
会
、
地
域
宣
伝
、
全
自
治
体
に

働
き
か
け
62
自
治
体
中
51
自
治
体
で

国
へ
意
見
書
を
採
択
さ
せ
た
運
動
、

不
服
審
査
請
求
は
一
万
三
千
を
超
え

た
。
東
京
連
絡
会
主
催
の
12
・

14
集
会
に
五
千
人
が
参
加
な
ど

か
つ
て
な
い
運
動
を
押
し
進
め

て
き
ま
し
た
。
６
月
６
日
に
は

参
議
院
で
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
廃
止
法
案
」
が
可
決
さ

れ
る
と
い
っ
た
歴
史
的
な
状
況

を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
臨
時

国
会
で
は
終
盤
に
３
日
間
の
怒

り
の
国
会
行
動
（
座
り
込
み
、

集
会
、
議
員
要
請
）
を
取
り
組

み
ま
し
た
。

雇
用
・
く
ら
し
の
相
談
活

動
の
開
催
か
ら
日
常
化
へ

の
運
動
で
は
、
２
月
27
日
・

28
日
に
東
京
社
保
協
主
催
の
な

ん
で
も
相
談
会
、
同
日
国
民
大

運
動
と
新
宿
・
渋
谷
・
豊
島
・
文
京

社
保
協
の
共
同
で
の
新
宿
・
渋
谷
・

池
袋
駅
頭
で
の
な
ん
で
も
相
談
会
を

大
き
く
成
功
さ
せ
、
全
都
に
広
げ
各

種
相
談
会
を
各
地
域
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

「
介
護
保
険
の
改
善
」
を
め
ざ
し
、

利
用
者
・
家
族
、
労
働
者
、
事
業
者

に
働
き
か
け
「
介
護
を
よ
く
す
る
東

京
の
会
」
を
結
成
し
、
宣
伝
行
動
、
、

ヘ
ル
パ
ー
集
会
介
護
一
一
〇
番
の
相

談
な
ど
取
り
組
み
ま
し
た
。

年
金
問
題
で
は
、
安
心
し
て
く
ら

せ
る
年
金
制
度
を
め
ざ
し
、
「
安
心

年
金
つ
く
ろ
う
東
京
連
絡
会
」
を
結

成
し
、
議
員
要
請
行
動
な
ど
を
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

課
題
別
の
取
り
組
み

生
活
保
護
・
生
存
権
裁
判
で
は
、

生
存
権
裁
判
を
支
え
る
事
務
局
団
体

と
し
て
、
裁
判
に
む
け
た
運
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
の
取
り
組
み

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
即
時
廃

止
の
運
動
、
医
療
改
善
、
年
金
制
度

抜
本
改
善
、
介
護
の
改
善
、
障
害
者

自
立
支
援
法
を
廃
止
し
応
能
負
担
が

原
則
の
新
し
い
福
祉
制
度
を
確
立
す

る
取
り
組
み
、
生
活
保
護
を
守
り
拡

充
を
、
都
民
が
主
人
公
の
都
政
へ
の

取
り
組
み
、
東
京
社
保
協
の
活
動
改

善
と
強
化
、
地
域
社
保
協
の
強
化
、

な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
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渋
谷
社
保
協
の
自
治
体
に
向

け
た
運
動
・
新
井

潔

渋
谷
で
は
毎
回

開
催
の
議
会
に
合

わ
せ
て
請
願
行
動
、

全
政
党
会
派
へ
の

要
請
鼓
動
を
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度

改
善
、
生
活
保
護
の
老
齢
加
算
・
母

子
加
算
の
復
活
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
を
即
時
廃
止
し
老
人
保
健
制
度

に
戻
す
よ
う
に
な
ど
。
要
請
行
動
を

積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、
楽
し
み
な

議
会
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
習
を

し
地
域
に
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
大
変
な
中
で
も
、
毎
回
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

「
介
護
を
よ
く
す
る
東
京
の

会
」
結
成
と
取
り
組
み
報
告
・

中
村

和
明
（
東
京
地
評
）

４
月
の
介
護
報
酬
改
定
影
響
、
介

護
認
定
基
準
の
変

更
、
介
護
保
険
処

遇
改
善
交
付
金
に

つ
い
て
の
東
京
都

へ
の
要
請
行
動
な

ど
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
東
部

地
域
の
訪
問
看
護
事
業
所
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
94
％
の
事
業
所
で
応
募

者
が
い
な
い
。
86
％
の
事
業
所
で
ヘ

ル
パ
ー
が
足
り
な
い
。
68
％
の
事
業

所
が
経
営
の
悪
化
。
介
護
の
事
業
所
・

労
働
者
・
利
用
者
に
働
き
か
け
介
護

保
険
を
改
善
さ
せ
て
い
こ
う
と
「
介

護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
」
を
９
月

14
日
に
準
備
会
、
11
月
４
日
に
巣
鴨

地
蔵
通
り
で
宣
伝
行
動
、
３
月
14
日

に
結
成
総
会
を
92
人
の
参
加
で
開
催
。

５
月
24
日
の
「
二
〇
〇
九
全
都
ヘ
ル

パ
ー
集
会
」
に
76
名
が
参
加
、
東
京

都
へ
の
要
請
と
交
渉
、
都
議
会
全
会

派
へ
の
要
請
な
ど
を
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

西
武
沿
線
の
地
域
社
保
協
交

流
会
か
ら
の
報
告
・
岡
本

卓
郎
（
西
東
京
社
保
協
）

西
武
池
袋
線
、

西
武
新
宿
線
の

７
市
の
西
東
京
、

東
久
留
米
、
清

瀬
、
東
村
山
、

東
大
和
、
武
蔵
村
山
の
地
域
の
社
保

協
で
介
護
保
険
料
、
第
４
期
介
護
保

険
事
業
計
画
、
各
地
域
社
保
協
の
取

り
組
み
、
学
習
会
、
対
市
要
請
交
渉
、

駅
頭
宣
伝
、
健
診
な
ど
活
動
交
流
、

健
診
の
実
施
内
容
・
負
担
な
ど
の
情

報
交
流
な
ど
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

運
動
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
上
で
も

い
い
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
診
の
実
施
で
は
健
診
内
容
・
自
己

負
担
状
況
な
ど
出
し
合
い
住
民
の
た

め
の
健
診
に
し
て
い
く
上
で
も
役
だ
っ

て
い
ま
す
。

西
東
京
社
保
協
で
は
「
く
ら
し
・

仕
事
・
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
３
回

取
り
組
み
、
１
回
目
は
西
武
新
宿
線

田
無
駅
北
口
広
場
で
、
２
回
目
か
ら

は
西
東
京
市
役
所
田
無
庁
舎
会
議
室

で
実
施
し
ま
し
た
。
市
役
所
で
の
取

り
組
み
に
し
た
と
こ
ろ
、
外
ま
で
長

い
行
列
が
で
き
る
相
談
会
と
な
り
ま

し
た
。
相
談
は
合
計
で
一
〇
〇
件
を

超
え
ま
し
た
。
深
刻
な
相
談
が
多
く

頑
張
り
が
い
が
あ
る
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。

東
京
国
公
・
植
松
さ
ん

11
月
28
日
に

「
安
心
年
金
つ

く
ろ
う
東
京
連

絡
会
」
の
結
成

総
会
を
13
時
か

ら
社
会
文
化
会
館
で
行
な
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
年
金
保
険
料

は
年
々
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
25
年

間
払
い
続
け
な
い
と
年
金
は
も
ら
え

ま
せ
ん
。
２
年
以
上
滞
納
し
て
い
る

人
は
三
一
七
万
人
い
ま
す
。
保
険
料

納
付
率
は
60
％
ぐ
ら
い
で
す
。
雇
用

破
壊
が
進
む
中
、

低
保
障
年
金
を

作
ろ
う
、
も
っ
と
短
い
期
間
で
年
金

を
も
ら
え
る
よ
う
に
と
い
う
声
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
１
月

か
ら
の
年
金
機
構
へ
の
移
行
凍
結
を

め
ざ
し
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

都
老
協
・
坂
本
さ
ん

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
闘

わ
な
け
れ
ば
廃

止
は
で
き
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は

12
月
16
日
～
18
日
ま
で
、
厚
労
省
前

で
の
座
り
込
み
行
動
を
行
な
い
ま
す
。

即
時
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止

し
ろ
と
厚
労
省
に
も
要
請
し
て
い
き

た
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
も
お
願

い
し
ま
す
。

東
京
土
建
・
松
尾
さ
ん後

期
高
齢
者

医
療
制
度
は
廃

止
ど
こ
ろ
か
新

し
い
制
度
を
つ

く
っ
て
移
行
し

て
い
く
と
表
明

し
て
い
る
。
医
療
保
険
制
度
の
一
元

化
を
め
ざ
し
て
い
る
。
国
保
財
政
は

緊
迫
し
て
い
る
。
土
建
も
同
様
で
す
。

協
会
け
ん
ぽ
は
13
％
ぐ
ら
い
保
険
料

を
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
で
す
。

広
域
連
合
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

住
民
の
立
場
に
た
っ
た
医
療
制
度
に

な
ら
な
い
。
私
た
ち
の
要
求
も
通
り

に
く
い
。
当
面
、
医
療
保
険
の
一
元

化
に
反
対
す
る
よ
う
民
主
党
議
員
に

要
請
し
て
い
る
。
地
域
の
保
険
が
あ

ぶ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
広
が
っ
て
い

る
。
断
固
、
医
療
保
険
制
度
の
一
元

化
に
反
対
で
す
。

北
区
社
保
協
・
小
川
さ
ん

実
行
委
員
会
を
つ
く
り
赤
羽
駅
東

口
で
３
／
27
相
談

会
を
行
な
っ
た
。

４
時
間
で
65
人
の

相
談
が
あ
っ
た
。

雇
用
・
生
活
保
護
・

法
律
相
談
な
ど
相
談
が
多
か
っ
た
。

５
千
枚
チ
ラ
シ
を
の
事
前
に
配
布
し

た
。
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
７
／

29
は
３
時
間
で
70
件
の
相
談
が
あ
っ

た
。
西
口
は
都
市
再
開
発
で
東
京
都

の
管
轄
だ
っ
た
が
区
に
も
要
請
し
使

用
を
認
め
て
く
れ
た
。

福
祉
保
育
労
・
國
米
さ
ん

以
前
、
す
べ
て
の
認
可
保
育
所
は

５

㎡

に

１

人

（
０
歳
児
）
で

し
た
。
し
か
し
、

国
基
準
で
運
営

の
場
合
３
．
３

㎡
に
１
人
、
認
証
保
育
所
は
２
㎡
に

１
人
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
八

年
に
22
件
の
死
亡
事
故
が
起
き
て
い

る
。
国
の
基
準
を
下
げ
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
現
場
の
声
を
も
っ

と
届
け
て
い
き
た
い
。
社
保
協
が
中

心
に
な
っ
て
東
京
の
保
育
を
変
え
る

行
動
を
進
め
た
い
。
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板
橋
社
保
協
・
阿
部
さ
ん

全
駅
頭
で
の
宣

伝
行
動
、
老
人
ク

ラ
ブ
へ
の
要
請
、

何
で
も
相
談
会
な

ど
多
様
な
取
り
組

み
を
行
な
っ
た
。
２
月
・
４
月
・
11

月
に
相
談
会
を
開
催
し
百
件
以
上
の

相
談
を
受
け
た
。
板
橋
区
に
も
話
し

を
し
た
が
応
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

地
域
社
保
協
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
。
拡
大
幹
事
会
に
は
40
人
集

ま
っ
た
。
区
議
も
呼
ん
で
情
勢
報
告

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
区
と
の
交

渉
を
し
て
い
く
上
で
も
役
立
っ
て
い

る
。
板
橋
社
保
協
に
は
半
専
従
が
い

る
。
組
織
化
・
会
議
の
準
備
な
ど
組

織
を
作
り
な
が
ら
要
求
運
動
を
進
め

て
い
る
。
健
康
保
険
証
の
問
題
で
は
、

資
格
証
明
書
の
発
行
が
五
千
件
発
行

さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
社
保
協
の
出

番
。
来
年
50
周
年
を
迎
え
る
。
沢
内

村
の
「
い
の
ち
の
山
河
」
の
上
映
運

動
を
し
て
い
き
た
い
。

障
都
連
・
市
橋
さ
ん私

た
ち
は
自
立

支
援
法
の
廃
止
を

求
め
て
闘
っ
て
い

る
。
毎
日
国
会
へ

詰
め
か
け
て
い
ま

る
。
も
う
や
め
よ
う
よ
自
立
支
援
法

の
集
会
か
ら
今
年
で
３
年
目
を
迎
え

た
。
今
年
は
10
月
30
日
に
「
さ
よ
な

ら
自
立
支
援
法
」
の
集
会
を
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
な
ど
で
行
な
い
１
万
人

が
参
加
し
た
。
障
害
者
自
立
支
援
法

の
闘
い
は
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、
雇

用
の
問
題
で
も
あ
る
。
裁
判
で
も
闘
っ

て
い
る
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
自
立

支
援
法
の
廃
止
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

新
婦
人
・
酒
井
さ
ん新

型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
は
公
費

負
担
で
や
っ
て

ほ
し
い
。
子
ど

も
の
被
害
が
多
い
。
受
け
た
い
け
ど

受
け
ら
れ
な
い
家
庭
が
多
い
。
ワ
ク

チ
ン
は
自
費
と
な
っ
て
い
る
。
自
治

体
に
よ
っ
て
は
助
成
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
。

保
育
の
待
機
児
童
は
七
九
〇
〇
人

も
い
る
。
妊
娠
し
た
人
は
会
社
を
首

に
な
っ
た
人
も
い
る
。
安
心
し
て
生

み
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
育
園
を

作
っ
て
欲
し
い
。
子
ど
も
た
ち
の
い

の
ち
に
対
し
て
、
冷
た
い
都
政
と
な
っ

て
い
る
。
３
小
児
病
院
の
廃
止
を
や

め
て
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
。

都
教
組
・
岸
田
さ
ん子

ど
も
の
貧
困

と
格
差
か
ら
守
る

運
動
を
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
隠
し

て
も
隠
し
き
れ
な

い
貧
困
問
題
で
す
。
夏
休
み
な
ど
給

食
が
な
い
時
や
せ
て
し
ま
う
、
教
材

が
買
え
な
い
・
お
金
が
な
い
か
ら
い

ら
な
い
、
体
操
着
を
兄
弟
で
使
っ
て

い
て
同
じ
時
間
に
体
操
が
あ
る
と
忘

れ
た
と
言
っ
た
子
ど
も
、
家
に
帰
っ

て
来
た
時
親
は
い
な
い
。
コ
ン
ビ
ニ

で
買
っ
て
食
事
を
し
て
い
る
子
ど
も

も
い
ま
す
。
き
ょ
う
都
議
会
文
教
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
の
負
担
を

減
ら
し
て
欲
し
い
。
就
学
援
助
は
基

準
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
生
保
の
１
・

５
倍
の
収
入
の
人
で
基
準
を
下
げ
て

い
る
自
治
体
が
出
て
き
て
い
る
。
区

市
町
村
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

東
京
医
労
連
・
西
銘
さ
ん

医
師
・
看
護
師

増
や
せ
の
10
・
22

集
会
を
日
比
谷
公

園
で
四
千
名
の
参

加
で
成
功
さ
せ
た
。

医
師
は
増
や
す
と
言
っ
て
い
る
。
看

護
師
は
動
き
が
な
い
。
都
は
看
護
学

校
を
つ
ぶ
し
て
き
た
。
看
護
師
を
中

心
に
大
き
な
運
動
に
し
た
い
。
人
数

が
い
な
い
と
診
療
報
酬
は
下
が
っ
て

し
ま
う
。
具
合
が
悪
く
て
も
夜
勤
に

入
っ
て
い
る
。
大
学
病
院
で
は
何
ヶ

月
も
待
た
な
い
と
オ
ペ
が
で
き
な
い

状
況
で
す
。
こ
れ
で
は
国
民
・
都
民

い
の
ち
は
守
れ
ま
せ
ん
。

東
京
公
害
患
者
と
家
族
の
会
・

小
池
さ
ん

東
京
公
害
裁

判
は
二
〇
〇
八

年
７
月
に
和
解

し
、
11
年
間
の

裁
判
闘
争
が
終

結
し
ま
し
た
。
東
京
で
は
原
則
医
療

費
無
料
の
制
度
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

４
万
２
千
人
が
利
用
し
て
い
る
。
制

度
を
５
年
で
見
直
し
、
二
〇
一
三
年

に
ど
う
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く

の
か
検
討
し
て
い
る
。
昨
日
第
２
回

連
絡
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
国
の
救

済
制
度
に
し
て
い
き
た
い
。

都
生
連
・
秦
さ
ん

生
存
権
裁
判
は

全
国
的
に
は
北
海

道
・
秋
田
・
新
潟
・

東
京
・
京
都
・
岡

山
・
広
島
・
福
岡

で
闘
わ
れ
て
い
る
。
東
京
で
は
去
年

６
月
に
判
決
が
出
ま
し
た
。
２
審
で

補
強
を
し
て
い
ま
す
。

低
生
活
費

は
い
く
ら
な
の
か
、
首
都
圏
の
家
計

調
査
の
資
料
、
老
齢
医
学
の
論
文
も

提
出
し
ま
し
た
。

大
の
争
点
は

低
生
活
費
で
す
。
東
京
で
は
２
月
９

日
の
結
審
、
５
月
頃
判
決
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
高
裁
に
む
け
て
の
署
名
は

10
万
３
千
で
す
。
第
１
審
の
17
万
を

超
え
る
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い
。

東
京
で
は
大
型
弁
護
団
で
闘
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
財
政
的
支
援
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

葛
飾
社
保
協
の
菅
野
さ
ん

街
頭
何
で
も

相
談
会
を
取
り

組
ん
だ
。
10

時

～
17

時
ま
で
50

人
の
相
談
が
あ

り
61
人
の
参
加
協
力
が
あ
っ
た
。
明

日
の
午
後
13
時
～
17
時
ま
で
相
談
会

を
行
な
い
ま
す
葛
飾
で
は
、
ビ
ラ
配

布
事
件
を
５
年
間
争
っ
て
い
る
。
今

月
の
30
日
に

高
裁
の
判
決
が
あ
る
。

８
時
15
分
か
ら
宣
伝
し
、
10
時
半
に

判
決
が
行
な
わ
れ
る
。
日
弁
連
の
全

国
大
会
で
も
「
チ
ラ
シ
配
布
の
自
由

は
守
ら
れ
る
べ
き
」
と
決
議
さ
れ
た
。

社
保
協
運
動
の
権
利
と
し
て
も
守
っ

て
い
き
た
い
。
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旧
役
員
あ
い
さ
つ
・
遊
佐
信

彦
元
副
会
長

私
は
社
保
協

の
会
合
に
来
る

の
が
楽
し
み
で

し
た
。
都
議
会

開
会
日
の
知
事
・

各
政
党
会
派
へ
の
要
請
行
動
は

ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

社
保
協
の
常
任
幹
事
会
で
は
豊

富
な
貴
重
な
資
料
も
出
し
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
社
保
協
の
運
動
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。



２ ０ １ ０ 年 度 東 京 社 保 協 役 員   敬 称 略  

会          長   竹  崎  三  立   再   東 京 保 険 医 協 会  

副     会     長   平   山  和  雄   新   東 京 地 評  

   〃               新   東 京 民 医 連  

   〃      高  木  史  雄   再   東 京 土 建  

   〃      堀  口  和  男   新   年 金 者 組 合 都 本 部  

   〃       田  川  英  信   再   東 京 自 治 労 連  

〃          福  井  典  子   再   渋 谷 社 保 協  

事  務  局  長   前  澤  淑  子   再   東 京 民 医 連  

事  務  局  次  長   成  平  正  英   再   東 京 土 建  

                    （ 中 央 社 保 協 代 表 委 員 ）  

   〃      影  山  政  行   新   東 京 地 評  

   〃      民  谷  孝  則   再   福 祉 保 育 労 東 京 地 本  

〃      相  川  和  義   再   地 域 社 保 協  

常  任  幹  事   木  村  徳  秀   再   東 京 保 険 医 協 会  

〃                  東 京 歯 科 保 険 医 協 会  

   〃      西  銘  秀  実   再   東 京 医 労 連  

   〃      金  沢  輝  秋   再   年 金 者 組 合 都 本 部  

   〃      斎  藤   学    再   東 商 連  

   〃      杉  山  美 恵 子   新   東 京 自 治 労 連  

   〃      植  松  隆  行   再   東 京 国 公  

   〃      松  尾  慎 一 郎   再   東 京 土 建  

   〃      河  内  光  久   再   東 京 民 医 連  

〃      市  橋   博    再   障 都 連  

   〃      酒  井  つ る 子   再   新 婦 人 都 本 部  

   〃      秦    一  也   再   都 生 連  

   〃      坂  本  光  治   再   都 老 協  

〃      西  川   勉    再   板 橋 社 保 協  

   〃      吉  野  五  郎   再   葛 飾 社 保 協  

〃      岡  本  卓  郎   再   西 東 京 社 保 協  

〃      入  山  弘  志   再   西 多 摩 社 保 協  

〃      岸  田  久  恵   新   都 教 組  

〃      江  尻  尚  子   再   足 立 社 保 協  

会  計  監  査   渡  辺  吉  明   再   東 京 歯 科 保 険 医 協 会  

   〃      長  松  大  輔   再   全 労 済 東 京  

方
針
案
・
予
算
案
の
採
択

会
場
全
体
の
拍
手
で
採
択
し
確
認

し
ま
し
た
。

総
会
決
議
の
採
択

酒
井
つ
る
子
常
任
幹
事
か
ら
総
会

決
議
案
の
提
起
が
あ
り
全
会
一
致
の

満
場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
・
福
井
典
子

副
会
長

社
会
保
障
は

ゆ
り
か
ご
か
ら

墓
場
ま
で
の
幅

広
い
運
動
で
す
。

き
ょ
う
総
会
で

具
体
的
な
方
針

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
３
小
児
病
院

の
取
り
組
み
な
ど
、
１
つ
１
つ
の
集

会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
全
力
を

上
げ
成
功
、
結
集
し
ま
し
ょ
う
。
か

つ
て
経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
情
勢

で
す
。
だ
か
ら
、
か
つ
て
な
い
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
政
治
を

変
え
て
い
く
に
は
、
し
っ
か
り
学
び
、

も
っ
と
悩
ん
で
、
今
ま
で
や
っ
た
こ

と
が
な
い
運
動
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
学
ぶ
こ
と
、
考
え
る

こ
と
、
大
い
に
討
論
す
る
こ
と
を
新

し
い
情
勢
の
中
で
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
痛
み
や
苦
し
み
を
な
く
す
た
め
、

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
東
京
社
保
協
こ

こ
に
あ
り
の
運
動
を
一
緒
に
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

都
議
会
厚
生
委
員
会

都
議
会
は
11
月
30
日
厚
生
委
員
会

が
行
な
わ
れ
、
都
立
３
小
児
病
院
の

廃
止
に
反
対
す
る
請
願
と
75
歳
以
上

の
医
療
費
の
無
料
化
を
求
め
る
請
願

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
区
選
出
の
民
主
党
・
吉
田
都

議
は
、
小
児
病
院
の
現
状
は
不
十
分

だ
が
今
後
改
善
し
て
い

く
、
区
部
と
の
格
差
を

な
く
し
て
い
く
、
努
力

し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
と
の
こ
と
で
反
対

し
、
日
本
共
産
党
大
山
都
議
だ
け
の

賛
成
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
都

議
選
で
公
約
し
た
こ
と
と
反
す
る
立

場
を
取
っ
て
い
る
民
主
党
は
許
せ
ま

せ
ん
。

東
京
社
保
協
が
提
出
し
て
い
た
75

歳
の
医
療
費
の
無
料
化
を
求
め
る
請

願
も
同
じ
よ
う
に
共
産
党
の
賛
成
だ

け
で
不
採
択
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

３
小
児
病
院
を
守
る
闘
い

11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
小

児
病
院
の
存
続
を
求
め
都
議
会
前
に

連
日
座
り
込
み
行
動
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

12
月
８
日
は
新
宿
の
西
口
で
大
宣

伝
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
東
京
社

保
協
の
前
沢
事
務
局
長
が
３
小
児
病

院
の
存
続
を
守
る
連
絡
会
を
代
表
し

て
、
都
議
会
の
状
況
や
３
小
児
病
院

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
い
か
に
重
要

な
の
か
を
訴
え
ま
し
た
。
大
山
都
議
、

３
つ
の
小
児
病
院
の
守
る
会
代
表
か

ら
も
力
が
入
っ
た
訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。宣

伝
行
動
後
、
新
宿
中
央
公
園
、

都
庁
の
廻
り
を
元
気
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を
行

な
い
、
都
庁
前
昼
休
み
行
動
に
参
加

し
て
い
る
仲
間
と
合
流
し
、
２
千
名

が
参
加
す
る
大
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

都
庁
に
も
声
が
届
き
、
影
響
を
与
え

る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、
３
小

児
病
院
の
存
続
め
ざ
し
、
今
後
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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３
小
児
病
院
の
存
続
を
求

め
る
闘
い
・
都
議
会
行
動

大
き
な
声
を
上
げ
て
パ
レ
ー
ド
す
る
仲
間


